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紙窓: そこに置くだけで操作可能なカードインタフェース

加藤 邦拓 宮下 芳明 ∗

概要. コンピュータ上で作業を行う際，複数のアプリケーションを同時に使用することがある．しかし，

それらの全てが作業全体を通して必要なものではなく，使用したらすぐに閉じてしまうようなアプリケー

ションも少なくない．こうした簡単なアプリケーションは深い階層に置かれてしまいがちであり，起動に煩

雑な手順が必要となってしまう場合がある．本研究では，「今ちょっとだけ使いたい」簡単なアプリケーショ

ンを即時に起動する，置くだけで操作可能なカードインタフェースを提案する．複数の導電部を配置した

カードをタッチパネルディスプレイ上に乗せることで任意のアプリケーションが表示され，ユーザはカード

を通してアプリケーションを使用することができる．

1 はじめに

コンピュータ上での作業を行う際，作業の中心と

なって使用されるアプリケーションの他に，複数の

アプリケーションを同時に使用することがある．し

かし，それら全てのアプリケーションが作業全体を

通して必要なものではなく，使用したらすぐに閉じ

られてしまうような，簡単な機能しか持たないアプ

リケーションも少なくない．

現在普及しているデスクトップメタファを取り入

れた PCでは，情報をディスプレイ内に並べて整理
を行う．しかし，椎尾らも言うように，多くのユー

ザはデスクトップや浅い階層のディレクトリを，場

所に基づいた情報整理が便利であるという理由で好

んで使われるが，コンピュータ画面は有限であり，

一等地はすぐに使い尽くされてしまう [1]．そのた
め，機能の少なく，使用頻度の低い簡単なアプリケー

ションは深い階層に置かれがちになってしまう．こ

うした簡単なアプリケーションであっても，一貫し

て同じ手順で起動を行う必要がある．場合によって

はスタートメニューを開き，アプリケーションを探

してから起動をするような，煩雑な手順が必要にな

り，ユーザに余計な負担がかかってしまう．

本研究では，作業の本筋ではないが「今ちょっとだ

け使いたい」アプリケーションを即座に起動し，使

用可能なカードインタフェースを提案する．カード

に複数の導電部を配置し，タッチパネルディスプレ

イに乗せることでカードに対応したアプリケーショ

ンが表示される (図 1)．カード自体が入出力を持つ
インタフェースとなり，カードをディスプレイに置

いている間のみアプリケーションを使用可能なため，

カードを置く・離すといった動作によってシームレ
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スな作業の切り替えが可能となる．また，カードと

いう物理オブジェクトを用いることで，PCのディ
スプレイのような限られた環境でなく，広々とした

現実の環境でのアプリケーション管理が可能となる．

図 1. アプリケーション例

2 関連研究

実物体からコンピュータ内の情報へアクセスする

研究として，椎尾らは IconStickerを提案している
[1]．バーコードを印刷したラベルを実世界の物に貼
り付け，リーダで読み取ることで，それに対応させ

たソフトウェアやファイルを呼び出すことができる．

実物体を介したインタフェースの研究として，Reki-
motoらのDataTilesがある [2]．平面ディスプレイ
上に無線タグを埋め込んだ透明なタイルを配置し，

それぞれのタイルが異なったインタフェースとして使

用できる．これらのタイルには操作ガイドとして溝

が掘られたものがあり，ユーザは溝に沿ってペンデバ

イスを動かし操作ができる．本研究ではDataTiles
と同様に，カードインタフェースに操作ガイドとな

る穴を空け，それに沿ってタッチを行い操作する．青

木らは複数導電部を持つ円形の物理オブジェクトを

用い，それを回す操作によって情報の拡大・縮小など

の操作を行うくるみるを提案している [3]．Manuela
らはARマーカを取り付けた透明なタイルを用いた
テーブルトップインタフェース Tangible Tiles を
提案している [4]．Malteらは半透明なシリコン製
のキーボードやスライダなどの物理オブジェクトを
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タッチスクリーン上に置くことで，それぞれに応じ

た操作が可能な SLAPを提案している [5]．Yvonne
らは，タブレット端末上に物理オブジェクトを乗せ

ることによる大型ディスプレイ用インタフェースと

してTangible Remote Controllersを提案している
[6]．これらの研究では，テーブルトップ環境や，タ
ブレット端末上での作業に物理オブジェクトを用い

ているが，本研究では一般的なPC環境での使用を
目的としている．

3 提案手法

提案手法ではカードをタッチパネルディスプレイ

に乗せることで，カード毎に対応したアプリケーショ

ンを表示する．各カードはそれぞれ異なったデザイ

ンの穴が切り抜かれており，ユーザはカードを置い

たまま穴からディスプレイをタッチして操作を行う．

タッチパネルディスプレイに乗せたカードの位置

の検出と識別を行うため，図 2のように複数の導電
部をカードに配置し，それら全てを接続する．ユー

ザがカードをディスプレイに置いたまま，表面の導

電部に触れることでカードの位置を検出する．アプ

リケーションは，カード裏面に配置された 4点の導
電部全てがディスプレイに接触している状態の時の

み表示される．また，この4点の導電部の配置パター
ンによってカードの識別を行い，それぞれのカード

に対応したアプリケーションが表示される．

ユーザのタッチ操作部として，カードの内側を一

部切り抜いた．この際，各カードに割り当てられた

アプリケーションのイメージに合わせたデザインで

カードを切り抜く．これによりユーザはカードの見

た目から割り当てられたアプリケーションをある程

度判断することができる．

図 2. アプリケーションカード

4 アプリケーション例

プロトタイプとして電卓，ペイント，コントロー

ルパネルスライダの 3種類のアプリケーションを実
装した．

電卓アプリ (図 1a)では，ボタン部として 4*4マ
スに穴を空け，数値表示部として長方形の穴を空け

たカードを用いる．カードをディスプレイに乗せる

ことで，ボタン部の穴に数値や演算子などのボタン

が表示され，タッチにより入力ができる．また，ア

プリ終了時に計算結果をクリップボードに記録する．

ペイントアプリ (図 1b)では，長方形に穴を空け
た枠型のカードを用いる．ユーザはカードの枠内に

自由にストロークを描くことができ，簡単な手書き

メモアプリとして使用できる．カードをディスプレ

イから離し，アプリケーションを終了する際，描画

した内容を画像として保存する．

コントロールパネルスライダ (図 1c)では，数カ
所の細長い穴を空けたカードを用いる．このカード

に空けた穴がそれぞれスライダとなっており，カー

ド内の穴に沿ってディスプレイをタッチしスライダ

を動かす．このスライダにより，PCの音量，ディ
スプレイ輝度の調整を行うことができる.

5 導電性インクの導入

今回試作したアプリケーションカードは，紙製の

カードに導電部を貼り付けて実装したが，現状の問

題点としてカードを作成する手間がかかることが挙

げられる．そこで，カードの作成に導電性インクと

インクジェットプリンタの導入を検討している．導

電性インクを用いたプリンタにより出力されたカー

ドを指示通りに切り抜いたり，折り曲げたりするだ

けで容易にカードの作成ができると考えられる．
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